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新
年
を
迎
え
た
１
月
１
日
、
泉
源
公
園
（
登
別

温
泉
町
）
で
、
子
宝
安
産
や
夫
婦
円
満
、
家
内
安

全
を
祈
願
す
る
『
元
旦
縁
起
も
ち
つ
き
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
毎
年
１
月
１
日
の
開
催
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
昭
和
57
年
に
誕
生
し
た
郷
土

芸
能
『
子
宝
も
ち
つ
き
舞
』
を
地
元
の
有
志
が
披

露
。
４
人
の
つ
き
手
が
笛
や
太
鼓
の
軽
快
な
音
色

に
合
わ
せ
、
き
ね
を
巧
み
に
操
り
な
が
ら
餅
を
つ

く
様
子
に
、
集
ま
っ
た
宿
泊
客
ら
約
500
人
か
ら
は
、

多
く
の
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
つ
い
た
餅
は
お
汁
粉
と
し
て
振
る
舞
わ
れ
、
寒

空
の
下
で
冷
え
た
宿
泊
客
ら
の
体
を
温
め
ま
し
た
。

　
１
月
７
日
、
市
民
会
館
で
『
令
和
６
年
登
別
市
二

十
歳
の
つ
ど
い
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
20
歳
の
節
目
を
迎
え
た
平
成
15
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
367
人
が
式

に
出
席
。
華
や
か
な
振
り
袖
や
羽
織
は
か
ま
な
ど
に

身
を
包
み
、
か
つ
て
の
日
々
を
過
ご
し
た
仲
間
た
ち

と
笑
顔
で
再
会
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
二
十
歳
代
表
の
岸
大
和
さ
ん
、
澤
野

日
南
さ
ん
が
『
二
十
歳
の
誓
い
』
と
し
て
、
愛
情
を

持
っ
て
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
、
支
え
て
く
れ
た
友

人
な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に

「
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
た
若
者
と
し
て
切
磋
琢

磨
し
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
登
別
市
を
拠

点
に
全
国
で
活
躍
す
る
兄
妹
ユ
ニ
ッ
ト
『
和
太
鼓

Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ
』
に
よ
る
大
迫
力
な
和
太
鼓
の
演
奏
や
、

中
学
校
時
代
の
恩
師
に
よ
る
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

上
映
、
卒
業
中
学
校
別
の
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
友
人
と
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
、
思
い
出
を

胸
に
刻
み
ま
し
た
。

さ
わ   

の

き
し
　  

や
ま
と

ジ
　
ン
　
カ

休
み
食
育
お
や
こ
料
理
教
室
』（
登
別
市
、
登
別

市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
共
催
）
が
行
わ
れ
、

２
日
間
で
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
37
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
講
話
や
調

理
に
関
す
る
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
肉
ま
ん
や
チ

ョ
コ
ま
ん
、
コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
を
レ
シ
ピ
に
加
え

た
中
華
ス
ー
プ
の
調
理
を
開
始
。

　
調
理
を
終
え
た
児
童
は
「
中
華
ま
ん
の
皮
と
な

る
生
地
を
こ
ね
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
と
話
す
と

と
も
に
、
汗
を
流
し
手
作
り
し
た
肉
ま
ん
を
、
幸

せ
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
頬
張
り
ま
し
た
。
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▲手作りした中華まんやスープを食べる児童

自
分
で
作
る
と

お
い
し
い
ね

元
旦
縁
起
も
ち
つ
き

新
年
の
お
祝
い
と

お
も
て
な
し
を
込
め
て

１
11･12

冬
休
み
食
育
お
や
こ
料
理
教
室

▲スーツや色鮮やかな晴れ着を身に
　まとった参加者

１
１

▲つきたての餅を掲げる登夢くんと４人のつき手たち
と　む

１
7

ひ     

な

１
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間
、
し
ん
た
21
で
『
冬

未
来
に
向
か
っ
て
一
歩
踏
み
出
す

令
和
６
年
登
別
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

デジタル券：購入後、デジタル券に印字されている二次元コードを自身のスマートフォンなどで読み取るこ
　　　　　　とで、専用のアプリケーションに鬼まちペイが入金され、使用できるようになります。
※デジタル券の使用には、利用者自身がスマートフォンなどを持っている必要があります。
紙券：会計時、紙券を登録店舗に提示し、お店のスマートフォンなどで紙券に印字されている二次元コード
　　　を読み取ることで、使用することができます。
※スマートフォンなどを持っていなくても使用できますが、紙券が使える店舗のみで使用可能です。

※デジタル券・紙券ともに二次元コードを読み取ることで使用できます。

　エネルギー・食料品価格などの物価高騰により市民生活に大きな影響が
生じていることから、家計負担の軽減を図るとともに、市内消費を喚起す
るため、市内登録店舗で使用できる『鬼まちペイ（プレミアム率20％のデ
ジタル商品券）』の購入申し込みを２月16日㈮より開始します。

　購入には事前の申し込みが必要です。申し込み方法は、市公式ウェブサイトに掲載および市内公共施設な
どに設置される申込用紙に必要事項を記入し郵送、または専用フォームから申し込みいただけます。申し込
み後、３月下旬から４月初旬頃に購入代表者へ送付される『購入引換券』を持って指定の販売場所で購入し
てください。
申込期間　２月16日㈮～３月11日㈪ ※３月11日㈪消印有効。
販売時期　４月上旬ごろ
販売場所　申込用紙などに記載（購入引換券にも記載）
郵送先　〒059‒0012 中央町４丁目11番地アーニス２階　鬼まちペイ発行事業実行委員会事務局
※そのほか鬼まちペイが使用できる店舗など、詳しくは２月16日㈮から市公式ウェブサイトにて公表します。

鬼まちペイ

     鬼まちペイにはデジタル券と紙券の２種類があります

     合計6,000円相当の商品券を5,000円で販売
赤鬼ペイ（4,000円）

●デジタル券
鬼まちペイ専用アプリをインストール
し、デジタル券に印字されている二次
元コードを自身のスマートフォンでス
キャンし、取り込む

赤鬼・青鬼ペイのどちらかを選択し、
登録店舗に設置されている二次元コー
ドを読み取り、支払額を入力する

お店の方と金額に誤りがないかを確認
し、決済ボタンを押すことで支払完了

●紙券
紙券の使えるお店か確認する

会計時、お店に紙券を提示し、
赤鬼・青鬼ペイのどちらを使う
か伝える

お店が二次元コードを読み取
り、金額を確認した上で支払
完了

※使用可能な期間は４月上旬から約２カ月程度を予定しています。

登録店舗全てで使用できます
青鬼ペイ（2,000円）
登録店舗のうち、市内に本社や本店がある店舗のみ使用できます

問い合わせ　鬼まちペイ発行事業実行委員会事務局
（☎85２１７１・Ｅメール onimachipay＠city.noboribetsu.lg.jp)

     購入・販売について

     鬼まちペイの使い方

皆申し込む
のじゃ！

◀申し込みフォーム
　（２月16日㈮から
　　申込可能）

２月16日㈮より申し込み受付開始！

※従来の紙券とは異なります。
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https://logoform.jp/404

